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史
料
紹
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外
務
省
所
蔵
、

花
岡
鉱
山
七
ツ
館
事
件
関
係
資
料
に
つ
い
て

I 

「
花
岡
事
件
」
「
七
ツ
館
事
件
」
と
は

秋
田
県
の
花
岡
鉱
山
は
、
中
国
人
強
制
連
行
と
虐
待
の
い
わ
ゆ
る
「
花

岡
事
件
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
最
末
期
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
六
月
三

十
日
、
重
労
働
と
虐
待
に
抗
議
し
て
中
国
人
連
行
者
が
一
斉
蜂
起
し
た

が
、
鎮
圧
の
上
、
全
員
が
捕
縛
さ
れ
、
厳
し
い
拷
問
と
虐
待
が
行
わ
れ

た
。
当
時
、
花
岡
鉱
山
に
は
中
国
人
倖
虜
九
八
六
人
が
強
制
連
行
さ
れ
、

主
と
し
て
花
岡
川
の
水
路
変
更
工
事
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
全

期
間
を
通
し
て
四
一
人
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
帝
国
主
義
日
本
に
よ
る

強
制
連
行
問
題
の
中
で
も
最
悪
の
事
件
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
と
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
「
七
ツ
館
事
件
」
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
か

茶

谷

十

一且占

ノ、

ろ、っか。
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
五
月
二
十
九
日
、
花
岡
鉱
山
七
ツ
館
坑

に
お
い
て
大
陥
没
事
故
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
事
故
で
、
日
本
人
一
一
人
、

朝
鮮
人
一
一
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
七
ツ
館
事
件
で
あ
る
。

同
和
鉱
業
株
式
会
社
の
『
創
業
百
年
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。
「
五
月
二
十
九
日
、
突
如
と
し
て
七
ツ
館
坑
が
坑
内
伏
流
水

の
異
常
出
水
の
た
め
に
崩
落
し
、
奔
出
し
た
地
下
水
は
泥
流
水
と
な
っ

て
た
ち
ま
ち
ポ
ン
プ
座
を
侵
し
、
連
絡
坑
道
に
侵
入
し
て
堂
屋
敷
七
番

坑
以
下
を
水
没
さ
せ
る
と
い
う
不
測
の
災
害
が
発
生
、
崩
落
箇
所
で
二

十
二
名
の
尊
い
殉
職
者
を
出
し
た
。
ま
こ
と
に
花
岡
鉱
山
史
上
、
痛
恨

き
わ
ま
り
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
」

花
岡
鉱
山
は
、
当
時
、
日
本
有
数
の
銅
鉱
山
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と

小
坂
鉱
山
と
と
も
に
藤
田
組
の
経
営
と
な
っ
て
い
た
が
、
日
中
戦
争
の

一74-
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開
始
以
来
、
そ
の
軍
事
的
役
割
の
大
き
さ
に
鑑
み
て
、
国
策
会
社
帝
国

鉱
業
開
発
株
式
会
社
（
鉱
発
）
の
経
営
下
に
お
か
れ
、
軍
需
省
の
直
轄

の
下
で
増
産
が
督
励
さ
れ
て
い
た
。

七
ツ
館
坑
は
新
し
く
開
発
さ
れ
た
有
力
鉱
脈
で
あ
り
、
堂
屋
敷
坑
と

地
下
の
連
絡
坑
道
で
結
ぼ
れ
て
い
た
。
連
絡
坑
道
の
上
に
は
花
岡
川
が

流
れ
て
お
り
、
浸
透
し
た
水
が
滴
り
落
ち
て
危
険
き
わ
ま
り
な
い
状
態

に
あ
っ
た
。
七
ツ
館
坑
に
人
間
運
搬
の
た
め
の
独
自
の
施
設
を
設
置
す

る
よ
う
に
と
の
現
場
の
要
求
を
会
社
は
聞
き
入
れ
ず
、
乱
掘
し
た
後
の

埋
め
戻
し
も
し
な
い
ま
ま
坑
内
の
安
全
性
は
全
く
無
視
さ
れ
た
。

七
ツ
館
事
件
は
、
激
烈
化
し
た
戦
時
下
と
は
い
え
、
増
産
優
先
と
安

全
無
視
の
生
産
体
制
が
生
み
出
し
た
ま
ぎ
れ
も
な
い
人
災
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
犠
牲
者
の
半
数
を
占
め
る
一
一
人
の
朝
鮮
人
は
、
当
時
日

本
の
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
か
ら
強
制
的
に
連
行
さ
れ
て
き
た

人
た
ち
で
あ
っ
た
。
大
多
数
が
ニ

O
代
、
三
O
代
の
働
き
盛
り
、
中
に

は一

O
代
の
若
者
も
二
人
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
三
人
は
五

月
八
日
に
入
所
し
た
ば
か
り
、
到
着
し
て
わ
ず
か
二

O
日
後
に
犠
牲
と

な
っ
た
こ
と
に
な
る
ロ

こ
の
事
故
の
後
、
陥
没
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
花
岡
川
の
付
け
替
え

工
事
が
急
務
と
な
り
、
中
国
人
倖
虜
の
強
制
連
行
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が

翌
年
六
月
三
十
日
の
一
斉
蜂
起
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
花
岡
事
件

と
七
ツ
館
事
件
は
、
戦
時
下
の
花
岡
鉱
山
で
起
こ
っ
た
密
接
不
可
分
な

二
つ
の
事
件
で
あ
っ
た
。

n 

い
わ
ゆ
る
「
厚
生
省
名
簿
」
の
分
析
か
ら

従
来
、
秋
田
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
強
制
連
行
の
実
態
を
知
る
た
め
の

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
厚
生
省
名
簿
」
で

あ
っ
た
。

「
厚
生
省
名
簿
」
と
は
、
一
九
四
六
年
六
月
十
七
日
付
、
厚
生
省
勤

労
局
発
の
第
三
三
七
号
通
牒
に
も
と
づ
い
て
、
一
九
四
六
年
七
月
十
九

日
付
で
、
秋
田
県
知
事
か
ら
厚
生
省
へ
提
出
し
た
報
告
「
朝
鮮
人
労
務

者
に
関
す
る
調
査
の
件
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
秋
田
県
内
二

五
の
事
業
所
、
六
八
五
九
人
の
名
簿
が
記
載
さ
れ
て
い
る
白
朝
鮮
人
労

務
者
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
本
籍
、
生
年
月
日
、
入
所
年
月
日
、
退

所
年
月
日
、
退
所
理
由
（
死
亡
・
病
気
・
負
傷
・
逃
亡
等
）
、
賃
金
、

退
所
時
の
処
遇
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
同
和
鉱
業
花
岡
鉱
業
所
一
九
七
八
人
、
鹿
島
組
花
岡
出
張

所
一
三
O
人
、
計
一
二

O
人
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
県
に
動
員

さ
れ
た
人
数
の
三
分
の
一
近
く
が
花
岡
鉱
山
に
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

近
年
、
こ
の
名
簿
の
分
析
を
通
し
て
そ
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、

韓
国
の
政
府
関
係
機
関
で
あ
る
日
帝
強
占
下
強
制
動
員
被
害
真
相
糾
明

委
員
会
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
「
七
ツ
館
事
件
」
犠
牲
者
の
大
多
数
の

実
名
が
確
定
さ
れ
、
数
名
の
遺
族
の
存
在
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

犠
牲
者
の
一
人
崖
泰
植
さ
ん
の
長
女
崖
光
淳
さ
ん
も
そ
の
中
の
一
人

- 75一
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で
あ
り
、
事
件
の
七

O
周
年
に
当
た
る
二

O
一
四
年
五
月
二
十
九
日

に
、
家
族
三
人
で
父
の
「
最
期
の
地
」
を
訪
れ
、
日
本
人
犠
牲
者
の
遺

族
た
ち
と
共
に
、
追
悼
式
に
列
席
し
た
。

E
．
外
務
省
所
蔵
、
花
岡
鉱
山
七
ツ
館
事
件
関
係
資
料

に
つ
い
て

1
．
本
資
料
の
概
略

こ
の
資
料
は
、
外
務
省
が
二

O
O
O年
十
二
月
二
十
日
に
公
開
し
た

（
一
六
回
目
）
外
交
文
書
に
含
ま
れ
て
お
り
、
現
在
、
外
務
省
外
交
資

料
館
に
お
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
公
開
し
て
お
り
、
閲
覧
・
プ

リ
ン
ト
が
可
能
で
あ
る
。
内
容
は
次
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い

る。

「
花
岡
鉱
山
朝
鮮
人
事
件
に
関
し
資
料
提
供
の
件
」

一
九
五
五
年
一
月
十
一
日
、
外
務
省
作
成

1
．
こ
の
目
、
同
和
鉱
業
株
式
会
社
（
本
社
）
常
務
取
締
役
森
田
晴

男
、
同
社
花
岡
鉱
業
所
総
務
課
長
畠
沢
恭
一
の
二
名
が
外
務
省
を

訪
れ
、
持
参
し
た
「
七
ツ
館
坑
陥
没
災
害
報
告
書
」
を
提
示
し
て
、

事
件
の
経
緯
と
そ
の
後
の
措
置
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
文
書
は
、

対
応
し
た
職
員
が
書
き
留
め
た
同
和
鉱
業
側
の
説
明
要
旨
の
メ
モ

で
あ
り
、
外
務
省
の
罫
紙
に
ペ
ン
字
で
手
書
さ
れ
て
い
る
。

2
．
冒
頭
に
、
（
三

0
・
一
・
一
一
亜
五
謀
）
の
添
書
き
が
あ

A 

り
、
「
一
九
五
五
（
昭
和
三

O
）
年
一
月
十
一
日
、
外
務
省
ア
ジ

ア
局
第
五
諜
」
を
意
味
す
る
。

3
．
文
書
冒
頭
に
「
第
五
課
長
」
の
文
字
印
が
押
さ
れ
て
お
り
「
了
」

の
サ
イ
ン
が
あ
る
。

4
．
来
訪
者
2
名
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
刺
が
添
付
さ
れ
て
い

る。
「
七
ツ
館
坑
陥
没
災
害
報
告
書
」

一
九
五
四
年
十
二
月
二
十
三
日
、
同
和
鉱
業
花
岡
鉱
業
所
作
成

一
九
五
五
年
一
月
十
一
日
、
同
和
鉱
業
よ
り
外
務
省
に
提
出

内
容
は
、
つ
ぎ
の
一

0
項
目
に
わ
た
っ
て
、
具
体
的
で
詳
細
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。

①
陥
没
年
月
日
時
②
陥
没
の
原
因
③
災
害
当
日
の
従
業
員
稼
動

数
④
殉
職
者
数
及
右
同
氏
名
・
年
齢
・
職
種
・
本
籍
地
並
び
に
住

所
⑤
救
助
作
業
過
程
⑥
殉
職
者
及
遺
族
に
対
す
る
処
置
⑦
そ

の
后
の
遺
家
族
と
の
関
係
③
殉
職
者
遺
体
引
揚
げ
作
業
状
況
⑨

七
ツ
館
坑
関
係
、
鉱
業
所
指
示
系
列
並
び
に
氏
名
⑩
七
ツ
館
坑
関

係
図
面

B 

-76-

2
．
調
査
の
経
過

本
資
料
が
公
開
さ
れ
た
二

0
0
0年
十
二
月
に
、
朝
鮮
人
強
制
連
行

真
相
調
査
団
が
、
関
連
部
分
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ピ
ー
を
申
請
し
、
翌
年
一
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月
に
受
け
取
っ
て
分
析
を
開
始
、
秋
田
県
内
で
開
催
さ
れ
た
写
真
展
で

展
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

以
来
日
韓
両
国
の
研
究
者
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
フ
ィ

ル
ム
画
像
が
不
鮮
明
な
た
め
充
分
に
分
析
・
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二

O
一
四
年
四
月
二
十
三
日
（
水
）
、
外
務

省
外
交
史
料
館
に
お
い
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
直
接
閲
覧
し
て
解
読

に
尽
力
し
た
。
文
書
全
体
が
解
読
・
公
開
さ
れ
る
の
は
お
そ
ら
く
初
め

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

文
書
の
内
、
「
七
ツ
館
災
害
当
時
坑
道
図
及
擢
災
者
位
置
想
像
図
」

を
含
む
図
面
九
葉
と
、
「
催
災
者
給
与
金
額
」
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
で
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、
四
月
三
十
日
（
水
）

付
、
外
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
外
交
記
録
・
情
報
公
開
室
に
対
し
て
原

本
の
閲
覧
と
撮
影
を
申
請
、
五
月
一
日
付
に
て
、
該
当
史
料
の
カ
ラ
ー

コ
ピ
ー
を
交
付
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
図
面
そ
の
も
の

の
分
析
が
可
能
と
な
り
、
「
擢
災
者
給
与
金
額
」
の
数
値
化
が
可
能
と

な
っ
た
。

文
書
の
分
析
を
通
し
て
、
花
岡
鉱
山
七
ツ
館
事
件
の
実
態
が
浮
き
彫

り
と
な
り
、
朝
鮮
人
強
制
連
行
に
つ
い
て
、
当
時
の
国
家
と
企
業
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
、
戦
後
に
至
っ
て
、
企
業
が
果
す
べ
き
責

任
を
い
か
に
回
避
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ

、っ。

3
．
本
史
料
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も
の

戦
後
一

O
年
、
事
故
後
二
年
を
経
た
時
点
で
、
同
和
鉱
業
株
式
会

社
は
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
事
故
が
、
不
可
抗
力
に
よ
る
災
害
で
あ
っ
た

こ
と
、
事
故
後
の
す
べ
て
の
対
応
は
会
社
独
自
の
判
断
で
は
な
く
監
督

官
庁
と
の
協
議
の
上
で
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
会
社
に
は
責
任
を

関
わ
れ
る
謂
れ
は
な
い
こ
と
、
殉
難
者
に
対
す
る
弔
意
、
遺
族
に
対
す

る
補
償
等
は
す
べ
て
完
了
し
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
取
り
組
む
べ
き
義

務
は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
、
唯
一
残
さ
れ
て
い
る
課
題
と
し
て
殉
難

者
の
遺
体
の
収
容
と
遺
骨
の
収
集
、
及
び
そ
の
送
還
の
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
取
り
組
み
中
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
実
現
す
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

以
下
、
報
告
書
の
内
容
に
沿
っ
て
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
陥

没
事
故
発
生
後
、
坑
内
に
取
り
残
さ
れ
た
二
三
名
の
救
出
作
業
が
す
す

め
ら
れ
た
が
、
一
名
が
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
た
後
、
主
坑
道
で
あ
っ
た

堂
屋
敷
坑
の
保
全
の
た
め
に
、
鉱
山
監
督
局
・
大
館
警
察
署
と
協
議
の

上
、
「
遭
難
者
は
殉
職
し
た
も
の
と
し
て
」
坑
内
救
助
作
業
を
中
止
し

た
。
六
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
坑
内
地
盤
の
安
定
の

た
め
に
大
量
の
土
砂
に
よ
る
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
、
一
九
五
一
年
十
二

月
ま
で
の
六
年
間
で
土
量
八

0
0
0ト
ン
を
要
し
た
と
い
う
。

殉
難
者
に
対
し
て
は
別
紙
の
通
り
、
「
特
別
弔
慰
金
」
「
法
定
給
与

金
」
「
香
奨
そ
の
他
」
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
特
別
弔
慰
金
の
内
に
は
、

大
臣
見
舞
金
、
社
長
見
舞
金
、
藤
田
男
爵
見
舞
金
が
あ
る
。
大
臣
と
は
、

-77一

Akita University



軍
需
大
臣
東
条
英
機
で
あ
る
。
ち
な
み
に
軍
需
次
官
は
、
元
商
工
大
臣

岸
信
介
で
あ
っ
た
。
商
工
大
臣
時
代
、
岸
信
介
は
直
接
秋
田
に
赴
い
て
、

小
坂
・
尾
去
沢
・
花
岡
鉱
山
の
増
産
を
督
励
し
た
。
朝
鮮
か
ら
の
労
働

力
の
導
入
（
い
わ
ゆ
る
「
官
斡
旋
」
「
徴
用
」
）
を
進
め
た
の
も
岸
商
工

大
臣
で
あ
っ
た
。
軍
需
省
は
、
商
工
省
を
発
展
改
組
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
社
長
と
は
、
国
策
会
社
帝
国
鉱
業
開
発
株
式
会
社
社
長
菅
龍

之
助
で
あ
る
。
当
時
も
と
も
と
の
花
岡
鉱
山
の
経
営
者
で
あ
っ
た
藤
田

組
は
、
国
策
会
社
鉱
発
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
。
藤
田
男
爵
は
、
こ
の
藤

田
組
の
当
主
藤
田
氏
で
あ
る
。
当
時
の
花
岡
鉱
山
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
の
終
末
期
、
国
家
総
動
員
体
制
の
下
、
軍
需
省
の
統
括
下
、
国
策

会
社
の
経
営
下
に
あ
り
、
安
全
無
視
の
増
産
体
制
が
極
端
に
強
行
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
さ
に
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た

事
故
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

殉
難
者
の
遺
族
た
ち
が
最
も
強
く
求
め
た
の
が
遺
体
の
引
き
揚
げ
、

遺
骨
の
収
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
事
件
か
ら
一

O
年
後

に
な
る
一
九
五
四
年
十
二
月
の
時
点
で
埋
め
戻
し
作
業
を
完
了
し
、

ポ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
下
の
調
査
の
上
で
掘
り
出
し
作
業
に
取
り
か
か

り
、
明
年
、
一
九
五
五
年
五
月
頃
か
ら
遺
体
の
引
き
上
げ
が
可
能
と
な

る
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
遺
体
・
遺
骨
収
容

の
上
で
合
同
慰
霊
祭
を
挙
行
し
、
遺
骨
の
故
国
へ
の
送
還
の
こ
と
ま
で

述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
の
経
過
を
見
れ
ば
、
こ
の
遺
体
の
引
き
上
げ
や
遺
骨
の
返
還

の
約
束
は
全
く
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
方
便
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
後
の
採
掘
優
先
、

経
営
優
先
の
結
果
で
あ
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
会
社
の
不
誠
実

さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

こ
の
資
料
に
は
、
九
枚
の
「
七
ツ
館
坑
関
係
図
面
」
が
添
付
さ
れ
て

い
る
。
①
七
ツ
館
坑
南
北
断
面
図
、
②
一
番
坑
、
③
二
番
坑
、
④
三
番

坑
、
⑤
四
番
坑
、
⑥
五
番
坑
、
⑦
六
番
坑
中
段
、
③
六
番
坑
、
⑨
七
ツ

館
災
害
当
時
坑
道
図
及
羅
災
者
位
置
想
像
図
が
そ
れ
だ
。
こ
の
度
、
外

務
省
外
交
史
料
館
と
同
省
外
交
記
録
・
情
報
公
開
室
の
配
慮
に
よ
り
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
閲
覧
と
プ
リ
ン
ト
の
上
、
原
本
か
ら
の
直
接
の

カ
ラ
l
コ
ピ
ー
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
従
来
の
白
黒
撮
影
の
映

像
で
は
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
図
面
の
詳
細
な
内
容
を
初
め
て
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
「
七
ツ
館
災
害
当
時
坑
道
図
及
催
災
者
位
置

想
像
図
」
に
は
、
陥
没
事
故
当
時
二
二
名
の
殉
難
者
た
ち
が
作
業
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
場
所
が
一
人
ひ
と
り
具
体
的
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
面
か
ら
、
事
故
当
時
、
会
社
は
殉
難
者
た
ち
の
遭
難
し
た
場

所
を
正
確
に
掌
握
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
五
年
後
、
一

O
年
後

と
い
え
ど
も
、
こ
の
図
面
に
基
づ
い
て
遺
体
の
収
容
、
遺
骨
の
収
集
に

当
た
れ
ば
、
十
分
に
可
能
性
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
図
面
は
、

改
め
て
事
故
の
後
、
戦
後
の
長
き
に
わ
た
っ
て
な
す
べ
き
こ
と
を
な
さ

な
か
っ
た
会
社
の
不
誠
実
さ
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ

、っ。
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資
料
A花

岡
鉱
山
朝
鮮
人
事
件
に
関
し
資
料
提
供
の
件

（三

0
・
一
・
一
一

亜
五
課
）

一
月
十
一
日
、
同
和
鉱
業
森
田
常
務
、
肱
ww総
務
部
長
来
訪
、
別
紙

資
料
を
提
示
、
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
述
べ
た
。

（1
）
昭
和
十
九
年
五
月
二
十
九
日
、
花
岡
鉱
山
に
不
可
抗
力
の
陥
没

事
件
が
起
り
、
当
時
坑
内
作
業
中
の
二
二
名
が
犠
牲
と
な
っ

た
。
（
内
地
人
一
一
名
、
朝
鮮
人
一
一
名
）
当
時
地
層
極
め
て

不
安
定
で
危
険
な
り
し
た
め
、
鉱
山
監
督
局
の
意
見
で
死
体
発

掘
作
業
は
と
り
や
め
、
地
層
安
定
作
業
を
爾
来
継
続
、
よ
う
や

く
最
近
発
掘
作
業
を
は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
年
五
月

頃
に
は
死
体
が
出
は
じ
め
る
見
込
み
で
あ
る
。

（2
）
事
件
当
時
す
で
に
犠
牲
者
に
つ
い
て
は
一
切
の
措
置
を
講
じ
、

葬
儀
、
弔
慰
等
を
完
了
し
て
あ
る
。

（3
）
然
る
に
最
近
花
岡
在
住
の
朝
鮮
人
二
五
名
が
本
件
を
む
し
か
え

し
、
会
社
に
対
し
自
分
た
ち
を
一
履
入
れ
る
よ
う
と
か
、
現
在
の

賃
金
ベ

1
ス
に
引
直
し
て
当
時
の
賃
金
を
支
払
え
と
か
無
法
な

要
求
を
行
っ
て
い
る
。

（4
）
最
近
地
元
警
察
よ
り
連
絡
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
は
、
何
か
朝
鮮

人
の
団
体
が
本
件
に
つ
き
、
一
月
中
に
外
務
省
、
韓
国
代
表
部

等
に
陳
情
す
る
計
画
な
り
と
の
情
報
で
あ
っ
た
の
で
、
事
前
に

外
務
省
に
事
件
の
経
緯
を
知
っ
て
お
い
て
も
ら
う
た
め
、
本
日

資
料
を
持
参
し
た
次
第
な
り
。

（5
）
死
体
が
あ
る
程
度
出
揃
え
ば
合
同
葬
を
や
る
予
定
で
あ
り
、
確

認
の
問
題
が
む
ず
か
し
い
が
、
遺
骨
を
本
国
に
送
還
す
る
問
題

も
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
代
表
部
か
ら
何
ら
か
申
越
し
あ
り
た
る

よ
う
な
場
合
に
は
御
連
絡
あ
り
た
い
。

〈
茶
谷
注
〉
文
書
は
外
務
省
の
罫
紙
に
ペ
ン
字
で
手
書
さ
れ
て
い
る
。

文
書
冒
頭
に
「
第
五
課
長
」
の
文
字
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

来
訪
者
二
名
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
刺
が
添
付
さ
れ
て
る
。

ヴ
4

ー－，

同
和
鉱
業
株
式
会
社

花
岡
鉱
業
所

総
務
課
長
畠
沢
恭
一

秋
田
県
北
秋
田
郡
花
岡
町

電
話
（
花
岡
）
一
一
番

.__ 

ーー可

同
和
鉱
業
株
式
会
社

常
務
取
締
役
森
田
庸
男

東
京
都
千
代
田
区
丸
ノ
内
一
丁
目
一
番
地
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（
口
口
ピ
ル
）

電
話
口
口
口
口
代
表
一

O
七
一
番

代
表
一
一
七
一
番

代
表
一
一
二
一
番

資
料
B昭

和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日

七
ツ
館
坑
陥
没
災
害
報
告
書

花

岡

鉱

業

所

印

昭
和
一
九
年
五
月
二
九
日
九
時
二

O
分

坑
内
伏
流
水
の
異
状
湧
水
に
よ
る
土
砂
崩
壊
に

よ
る
。

三
、
災
害
当
日
の
従
業
員
稼
動
数
一
四

O
名

採

鉱

夫

二

四

支

柱

夫

一

二

運
搬
及
雑
役
夫
九
四

埋

立

夫

一

四

、

殉

職

者

数

三

二

名

及
右
同
氏
名
、
年
令
、
職
名
、
本
籍
地
並
び
に
住
所

、
陥
没
年
月
日
時

、
陥
没
の
原
因

職
名頭

I__ 

氏
名

吉
田
幸
吉

採

鉱

夫

柚

沢

武

士

同同同支
柱
手
子

武
田
敬
次
郎

小
笠
原
勝
美

乳

井

幸

助

四

八

田
畑
興
四
郎

年
メk
ll 

本
籍
地

住
所

秋
田
県
北
秋
田
郡
阿
仁
合
町
萱
草

一
八
七

秋
田
県
北
秋
田
郡
花
岡
鉱
山
前
回

社
宅
二
一

岩
手
県
岩
手
郡
松
尾
村
松
尾
第
二

地
割
一
四
人

右

同

七

一

秋
田
県
北
秋
田
郡
真
中
村
大
披
字

大
坂
二
六
の
内

秋
田
県
大
館
市
御
成
町
一
丁
目

秋
田
県
北
秋
田
郡
長
木
村
下
岱
野

真
中
道
南
一
一

本
籍
地
に
同
じ

秋
田
県
北
秋
田
郡
扇
田
町
字
下
扇

回
三

O

秋
田
県
北
秋
田
郡
花
岡
町
花
岡
鉱

山
稲
荷
沢
会
館

秋
田
県
北
秋
田
郡
東
館
村
独
鈷
字

独
鈷
一
四
三

秋
田
県
北
秋
田
郡
花
岡
町
花
岡
鉱
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同

粟
津
輿
四
郎

坑
内
運
鉱
夫

長
利
留
治

同

斉
藤
岩
次
郎

運

転

夫

斉

藤

金

治

同

畠
山
忠
太
郎

坑
内
運
搬
夫

山
田
魯
元

同

金
城
杢
宜

二
O

山
前
聞
社
宅
二
一

秋
田
県
仙
北
郡
金
沢
町
字
下
野
際

一
七
二

右
同
七
三

秋
田
県
鹿
角
郡
小
坂
町
杉
沢
九
六

秋
田
県
北
秋
田
郡
花
岡
町
稲
荷
沢

社
宅
二

秋
田
県
北
秋
田
郡
下
川
沿
村
片
山

字
片
山
九
三

本
籍
地
に
同
じ

秋
田
県
北
秋
田
郡
上
川
沿
村
根
下

戸
下
岱
八

O

秋
田
県
大
館
市
田
代
町

秋
田
県
北
秋
田
郡
上
川
沿
村
鹿
内

四
七
の
内
二

本
籍
地
に
同
じ

（
慶
尚
北
道
）
慶
山
郡
龍
城
面
谷
新

洞
六
六
五

秋
田
県
北
秋
田
郡
花
岡
町
花
岡
鉱

山
前
田
社
宅
六
五

（
慶
尚
北
道
）
慶
山
郡
押
梁
面
駕
日

洞
三
八
三

九。九
二
七

同同同同同同同同

安

権

永

議

四

崖

泰

植

星
山
股
載

林

剣

山

商
山
峻
庸

江
川
竜
伊

石
原
点
道

夏
山
相
佑

九

右
同
第
一
橘
寮

（
慶
尚
北
道
）
穂
泉
郡
知
保
面
松
平

里
一
六
五

右

同

同

忠
清
南
道
鎮
川
郡
徳
山
面
上
新
里

五右
同
第
三
橘
寮

京
畿
道
披
州
郡
炭
県
面
落
河
盟
三

一一一右

同

問

忠
清
南
道
牙
山
郡
温
陽
面
岐
山
里

右

岡

同

（
慶
尚
北
道
）
尚
州
郡
功
域
面
仁
昌

里
四
八
四

右
同
第
一
橘
寮

（
慶
尚
北
道
）
尚
州
郡
功
城
面
山
玄

洞
七
六
二

右

同

同

（
慶
尚
北
道
）
清
道
郡
華
陽
面

右
同
第
三
橘
寮

（
慶
尚
北
道
）
逮
城
郡
嘉
昌
面
華
洞

右

同

同
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同

呉

重

甲

四
五
全
羅
北
道
長
水
郡
渓
北
面
大
谷
里

右

同

問

計

二
二
名

五
、
救
助
作
業
経
過

仙
台
監
督
局
そ
の
他
関
係
官
庁
の
指
示
に
従
い
、
災
害
と
同
時

に
救
助
作
業
に
入
っ
た
。
先
づ
坑
外
に
お
い
て
は
陥
没
地
区
一

帯
に
激
烈
な
湧
水
が
あ
っ
た
の
で
、
ポ
ン
プ
三
台
を
設
置
、
排

水
作
業
に
専
念
。
一
方
坑
内
に
お
い
て
は
、
堂
屋
敷
坑
連
絡
坑

道
よ
り
坑
内
救
出
作
業
に
と
り
か
＝
り
、
昼
夜
作
業
を
続
行
し

た
結
果
、
六
月
一
日
十
一
時
、
生
存
者
一
名
の
救
出
に
成
功
し

た
。
そ
の
后
尚
作
業
を
続
行
せ
る
も
、
七
ツ
錯
坑
よ
り
堂
屋
敷

坑
へ
の
泥
水
の
噴
出
激
し
く
、
堂
屋
敷
坑
そ
れ
自
体
も
危
険
な

状
態
と
な
っ
た
の
で
、
鉱
山
監
督
局
（
竹
本
氏
）
、
大
館
警
察

署
長
等
と
詮
議
の
上
、
遭
難
者
は
殉
職
せ
る
も
の
と
し
て
坑
内

救
助
作
業
を
中
止
し
た
。
（
六
月
十
六
日
）

六
、
殉
職
者
及
遺
族
に
対
す
る
処
置

五
月
二
十
九
日
（
災
害
発
生
当
日
）
遭
難
者
家
族
相
談
所
開
設

五
月
三
十
日
遭
難
者
殉
職
発
表
及
家
庭
訪
問

五
月
三
十
一
日
社
長
、
所
長
、
山
内
遭
難
者
訪
問

六
月
一
日
（
軍
需
）
大
臣
よ
り
見
舞
金
一
封
受
付
、
そ

同同六
月
四
日

六
月
五
日

六
月
八
日

六
月
十
六
日

六
月
十
八
日

六
月
二
十
日

六
月
二
十
五
日

の
旨
掲
示

山
外
遭
難
者
の
家
族
訪
問

合
同
慰
霊
祭
に
関
す
る
打
合
せ

遭
難
者
及
殉
難
者
に
対
す
る
遺
族
扶
助
料
、

特
別
弔
慰
金
調
書
作
成

（
別
表
の
通
り
）

花
岡
町
常
会
に
出
席
し
災
害
に
つ
い
て
の
挨

拶
を
す
。

鉱
山
常
会
を
開
催
、
災
害
に
つ
い
て
の
挨
拶

を
す
。

労
務
課
長
、
殉
職
家
族
を
訪
問
、
合
同
葬
儀
、

弔
慰
金
等
に
つ
い
て
懇
談
す
。

合
同
葬
執
行

朝
鮮
総
督
府
へ
災
害
報
告
の
た
め
、
安
達
取

締
役
渡
鮮

柳
川
係
員
、
弔
慰
金
を
携
行
し
て
渡
鮮
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七
、
そ
の
后
の
遺
家
族
と
の
関
係

毎
年
、
五
月
二
十
九
日
の
命
日
に
は
、
各
遺
族
に
御
案
内
申
上

げ
、
七
ツ
館
坑
上
に
て
慰
霊
祭
を
行
い
、
式
后
「
鉱
山
ク
ラ
ブ
」

に
お
い
て
遺
体
収
容
方
法
、
遺
体
収
容
作
業
の
進
行
状
況
等
を

説
明
し
、
又
遺
族
の
方
々
の
希
望
等
を
も
聴
き
、
会
社
と
遺
族
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と
の
意
思
の
疎
通
を
計
っ
て
来
た
。
尚
、
終
戦
直
后
よ
り
、
二

十
六
年
頃
ま
で
は
世
情
が
混
沌
と
し
て
居
た
た
め
か
、
日
本

人
、
朝
鮮
人
共
同
で
、
或
は
個
々
に
交
渉
に
来
た
り
し
て
険
悪

な
空
気
に
な
っ
た
場
合
も
多
か
っ
た
。

八
、
殉
難
者
遺
体
引
揚
げ
作
業
状
況

昭
和
十
九
年
六
月
十
六
日
、
遭
難
者
救
出
作
業
打
切
后
、
鉱
山

監
督
局
並
び
に
監
督
官
庁
等
と
協
議
の
上
、
陥
没
地
帯
の
埋
立

に
重
点
を
置
き
、
坑
内
地
盤
の
安
定
せ
る
状
態
に
な
っ
て
の

ち
、
遺
体
の
引
揚
げ
を
す
る
こ
と
と
し
た
。
埋
立
作
業
は
昭
和

二
十
六
年
十
二
月
迄
に
土
量
八

0
0
0屯
を
要
し
た
。
埋
立
作

業
完
了
と
同
時
に
、
引
揚
げ
作
業
に
と
り
か
か
る
準
備
と
し
て

地
下
流
水
の
方
向
及
ぴ
流
水
量
等
調
査
の
為
、
井
戸
掘
試
験

ポ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
調
査
等
を
行
い
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
、

坑
内
状
態
は
安
定
せ
る
も
の
と
し
て
開
坑
、
土
砂
竪
坑
よ
り
坑

内
作
業
に
入
っ
た
。
爾
来
、
作
業
を
続
行
中
に
て
、
二
十
九
年

十
二
月
現
在
の
予
定
に
よ
る
と
、
明
三
十
年
五
月
頃
よ
り
遺
体

が
順
次
引
揚
げ
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
る
状
態
と

な
っ
た
。

九
、
七
ツ
館
坑
関
係
鉱
業
所
指
示
系
列
並
び
に
氏
名

所
長
｜
採
鉱
課
長
｜
第
二
現
業
係
長

l
七
ツ
館
坑
担
当
者

所

長

谷

崎

明

採

鉱

課

長

相

原

章

一

第
二
現
業
係
長
山
口
義
一

七
ツ
館
坑
担
当
者
山
下
徳
松

一
O
、
七
ツ
館
坑
関
係
図
面

九
葉
（
図
面
の
紹
介
は
略
す
）

補
注

l

花
岡
鉱
山
七
ツ
館
事
件
の
七
O
周
年
に
当
た
る
こ

O
一
四
年
五
月
二
十

九
日
、
殉
難
者
追
悼
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
追
悼
会
に
は
、

日
本
人
犠
牲
者
の
遺
族
の
多
数
が
列
席
さ
れ
、
朝
鮮
人
犠
牲
者
の
一
人
崖

泰
植
さ
ん
の
長
女
鹿
光
淳
さ
ん
が
家
族
三
人
で
韓
国
か
ら
来
訪
、
列
席
さ

れ
た
。
当
日
は
、
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
、
小
畑
元
大
館
市
長
、
李
凡
淵

駐
仙
台
大
韓
民
国
総
領
事
の
追
悼
の
言
葉
が
あ
り
、
大
館
市
、
秋
田
県
内

外
か
ら
多
数
の
参
列
者
が
あ
っ
た
。

2

本
稿
は
、
韓
日
民
族
問
題
学
会
『
韓
日
民
族
問
題
研
究
』
第
初
号
（
二

O
一
四
年
六
月
三
O
日
刊
）
に
日
本
語
・
韓
国
語
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
に

若
干
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

3

日
韓
両
国
の
研
究
者
の
協
力
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
犠
牲
者
の
大
部
分
の

実
名
と
経
歴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
ペ

l
ジ
に
そ
の
一
覧
を
掲
載
す
る
。

。。
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花岡鉱山七ツ館坑陥没災害羅災者給与金額

勤続 特別弔慰金 法定給与金 香奨
氏名 年令

年数 その他
A口． 計

大臣見舞金恨見舞金制問削棚帯槌 遺蹴助再退聴手当金埋葬科

吉田幸吉 43 担.2 220 220 22 5,0佃 2,000 1,686.63 150 30 9,328.63 

柚沢武士 28 7.2 220 220 22 4,5叩 1,880 3開.16 140 30 7,370.16 

小笠原器見 20 2.8 220 220 22 3,700 1,600 130. 90 120 30 6,042.90 

武田敬次郎 36 8.3 220 220 22 4,500 1,880 402.17 1却 30 7,414.17 

田畑正蔵 20 2. 7 220 220 22 3,300 1,600 105.44 120 30 5,617.44 

栗沢与四郎 21 1.8 220 220 22 3,300 l, 720 79.00 l初 30 5,721.00 

斉藤岩次郎 31 5.9 220 220 22 4,500 1,880 お5.38 140 30 7,267.38 

長利留治 20 2.3 220 220 22 3,700 1,600 136. 71 120 30 6,048.71 

畠山忠太郎 28 3.1 220 220 22 3,700 1,600 162.44 120 30 6,074.44 

斉藤金治 20 1.2 220 220 22 3,300 1,480 61.20 110 30 5,443.20 

乳井幸助 49 0.3 220 220 22 3,000 1,880 14.99 140 30 5,526.99 

山田魯元 32 1.1 220 220 22 3,500 1,880 86.63 140 40 6,108.63 

金城蜜宜 32 1.1 220 220 22 3,3叩 1,880 85.05 140 40 5,907.05 

安権永寄 41 1.4 220 220 22 3,300 1,880 69.30 140 40 5,891.30 

麗泰植 22 1.2 220 220 22 3,300 1,880 68.43 140 40 5,890.43 

星山陵載 19 1.2 220 220 22 3,300 l，館。 68.83 140 40 5,890.邸

林銅山 22 1.2 220 220 22 3,300 1,880 68.43 140 40 5,890.43 

商山陵庸 26 0.6 220 220 22 3,300 1,880 29.37 140 40 5,551.37 

江川臨伊 34 0.6 220 220 22 2,500 1,880 29.37 140 40 5,051.37 

石原点道 19 0.1 220 220 22 2,500 1,880 4.56 140 40 5,026.56 

夏山相佑 31 0.1 220 220 22 2,500 1,880 4.56 140 40 5,026.56 

呉重甲 43 0.1 220 220 22 2,5叩 1,880 4.56 140 40 5,026.56 

新井在能 28 0.1 160 160 16 。 。 0.00 。 。 336.叩

合計 5,000 5,000 500 75,300 39,800 3,911.11 2,970 770 133,452.11 

花岡鉱山七ツ館事件朝鮮人殉難者名簿

死亡時 生年月日 本籍地 入所年月日
実氏名 名簿氏名

年齢 年号 年 西暦 月 日 道 郡 年号 年 西暦 月 日

朴魯元 山田魯元 32 大正 2 1913 慶尚北道 慶山郡 昭和 17 1942 7 7 

金壷宜 金城窒宜 23 大正 11 1922 4 24 鹿北北道 鹿山郡 昭和 17 1942 7 7 

安永 蒔 安権永番 41 明治 37 1904 慶尚北道 謹泉郡 昭和 18 1943 1 31 

産泰植 産泰植 22 大正 12 1923 1 25 忠清北道 鎮川郡 昭和 18 1943 4 17 

全段載 星山段戦 19 大正 15 1926 4 28 京畿道 坂州郡 昭和 18 1943 4 19 

林柄山 林煩山 22 大正 12 1923 12 16 忠清南道 牙山郡 昭和 18 1943 4 19 

秋貸出 秋山峻庸 26 大正 8 1919 2 18 慶尚北道 尚州郡 昭和 18 1943 11 19 

韓寵伊 江川飽伊 37 明治 41 1908 慶尚北道 尚州郡 昭和 18 1943 11 19 

0 勤道 石原点遺 19 大正 15 1926 鹿尚北道 清道郡 昭和 19 1944 5 8 

李但岩 夏山相佑 30 大正 4 1915 慶向北道 達城郡 昭和 19 1944 5 8 

呉重 甲 呉重甲 40 明治 38 1905 全羅北道 長水郡 昭和 19 1944 5 S 
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